
 

 

  

所 属 愛知県立刈谷北高等学校 実践者  浦部 紗矢  (G) 

対 象 高校２年生（国際理解コース生徒） 時間数 ６時間（５０分×２×３回） 

場 所 本校化学室 実践教科 国語 

ねらい 
・異文化を尊重し、異文化理解を楽しむ。 

・外国と日本とのつながりに気付き、自分の生活も世界に支えられていることに気づく。 

・世界で起こっている問題を知り、自分にできる解決策を考える。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

「グローバル化する社会 だから世界はおもしろい！」 

１．世界とのつながりに気づこう        

→教室の中にあるもの、カードマッチング、鎖国ゲームを通して世界と 

  自分の生活とのつながりに気づく 

２．様々な国、様々な生活 

→いろいろな国の人に変わってその国の特徴や文化を紹介した後、

「わたしの当たり前＝あなたの当たり前？」を読む 

３．ガーナってどんな国？ 

    →PPTを使ってガーナの町並みや生活を紹介する 

 

「支え合う世界の国  々 困っている国がある！？」 

１．誰だって自分の国に誇りがある！ 

→ガーナの文化・歴史についてのクイズの後、外国人に伝えたい日本 

の良さや日本の好きなところを考える 

２．大震災が起こったそのとき… 

    →東日本大震災に対する各国の支援のデータや英語の記事を読む 

３．世界に困っている人がいる！原因は？ 

   →環境に関する資料と「伝説のスピーチ」を読み、情報を交換する 

４．「私たちにできること」 

   →環境のために自分にできることを考え、班ごとにまとめて発表する 

 

「全ての原因は貧困？ よりよい世界を作るために…」 

１．ガーナの教育事情 

   →公立・私立の学校の写真や現地の方の意識から気づいたことを発表す

る。お金があればより良い教育が受けられるのか？ 

２．貧困ってどういうこと？ 貧困から人々を救え！ 

   →貧困の資料を読み、「貧困の輪」から改善の手立てを考える。また、フェ 

アトレードやマイクロクレジットの概念と意義について知る 

３．世界のために頑張る日本人 

   →ガーナで支援を行う日本人の支援内容と想いを知り、もし自分が青年

海外協力隊に応募するなら…という仮定で、協力できる分野を考える 

４．あなたも私も住みやすい、理想の社会７ 

   →大人になったら作りたい社会を考え、班ごとに発表する 

 

１．つながりカード、模造

紙、マーカー 

 

２．配布物（各国紹介資料

等） 

 

３．ppt資料 

 

 

 

１．ppt 資料、模造紙、マ

ーカー 

 

２．ppt資料、配付資料 

 

３．配付資料 

 

４．模造紙、マーカー、ふ

せん 

 

 

１．写真、ppt 資料、配付

資料 

 

２．貧困の輪カード、配布

資料、フェアトレード商品 

 

３．ppt資料、配付資料 

 

 

４．模造紙、マーカー、ふ

せん 

成 果 
・意見交換などの活発な活動を通して、自分の意見を持つことの大切さに気づいた生徒がいた。 

・事後アンケートを実施したが、多くの生徒が「『もったいない』の気持ちが育った」「フェアトレードのチョコレートを買っ

た」「青年海外協力隊に興味が出た」など、自分にできる国際貢献の道を考えるようになったと答えた。 

課 題 ・国際理解コース生徒を対象にしたものの、「海外に興味がないため、特に自分の生活に変化がなかった」と答えた生

徒がいた。生徒の興味を事前に確認し、それに見合った内容を提供することの必要性を感じた。 

備 考 実施授業は、学校設定科目の「国際文学研究」と「総合英語」である。 

  

世界に生きる、世界をつくる！ 
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［授業実践の詳細］ 

時限目 「グローバル化する社会 だから世界はおもしろい！」 （100 分） 

１ 子どもの活動の流れ 

① 教室の中にある世界と繋がっていると感じるものを班単位で

挙げた後、つながりカードを使って様々な国と日本との具体

的なつながりに気づく＜教材１＞。また、鎖国ゲームを行い、

海外とのつながりを絶つと日本の生活にどのような影響が

出てくるのかを考える。 

② １人につき 1 カ国の詳細を書いた資料を読み、その国の人

になりきって他の班員に国を紹介する＜教材２＞。その後

「わたしの当たり前＝あなたの当たり前？」を読み、日本で

当たり前のことでも文化によって受け取り方が異なることを

理解する＜教材３＞。 

   ③ ガーナクイズの後、ガーナの生活や文化に関するスライドを見る＜資料４＞。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 最初に少し戸惑いはあったが作業に慣れるに従って

活発な活動となり、振り返りでは「他の人が、自分が

気づかないような所に気づいていた」、「他の人の意

見が聞けておもしろかった」という意見も出た。 

◇ 自分の生活と世界のつながりを意識するきっかけとな

った。また、海外諸国、特に開発途上国への興味がわ

いたという意見が多く出された。 

                                            写真：スライドを真剣に見てくれる生徒 

３ 使用した教材 

＜教材１＞つながりカード…（公財）愛知県国際交流協会『世界の国を知る・世界の国から学ぶ わたしたち

の地球と未来 活用マニュアル ver2.』（以下「活用マニュアル」という。） ８．つながり 資料２） 

＜教材２＞（公財）愛知県国際交流協会『世界の国を知る・世界の国から学ぶ わたしたちの地球と未来』 

エクアドル編（P.5,6,9,10）、マーシャル諸島編(P.5～10)、フィリピン編(P.5～8)、カナダ編（P.5～10）） 

＜教材３＞わたしの当たり前＝あなたの当たり前？…「活用マニュアル」 ４．多様性 資料４） 

＜教材４＞パワーポイント資料 
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・世界と日本のつながりに気づか

せる。 

・世界に多様な文化や生活がある

ことを知り、異文化理解を楽しめる

ようにする。 

・他者の考え方を肯定的に受け止

め、物事を様々な角度から見させ

る。 

この時限のねらい 
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時    時限目 「支え合う世界の国々 困っている国がある！？」 （100 分） 

１ 子どもの活動の流れ 

① スライドでガーナの文化・誇りに関するクイズを解いたあと 

＜資料５＞、班で「外国人に知ってほしい日本」、「日本の好

きなところ」を対比表で考える＜成果＞。日本文化を見つめ

直すと共に、私たちの生活の便利さ、快適さも支えているの

は世界の助けがあってのことだと気づく。 

② 東日本大震災の際の海外からの援助の内容を知る＜教材

６＞。また、民間レベルでも様々なエールが届いたという資

料を英文で読んで班内で情報を共有し＜教材７＞、「自分に

できることをする」ことの大切さに気づく。 

  ③  「環境・資源」に関する資料を読み、分かったことを班内で共有する＜教材８＞。「セヴァン・スズキの

地球サミットでの伝説のスピーチ」を読む＜教材９＞。 

  ④ 各自「地球のために今できること」を付箋に書いていき、班ごとにKJ法でまとめて発表する＜成果＞。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 東日本大震災後、これほどまでに世界中からの支援があったことを初めて知った生徒もいた。 

◇ 小さなことを積み重ねていくこと、身の回りの生活を見直すことの重要性に多くの生徒が気づいた。 

＜成果＞ 「知ってほしい日本、日本の好きなところ」      「地球のために今できること」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 使用した教材 

＜教材５＞ ガーナクイズ（例：右写真） 

＜教材６＞東日本大震災に対する海外諸国の援助資料 
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・自国を愛し、それぞれの文化の

中で生きることの共通性に気づか

せる。 

・世界は助け合いにより成り立って

いることに気づかせる。 

・環境問題を自分の問題としてとら

え、環境のために今自分にできる

ことを考えさせる。 

この時限のねらい 
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＜教材７＞浜島書店『catch a wave』2011 年 5月 13 日号（P.6～7） 

＜教材８＞（公財）愛知県国際交流協会「わたしたちの地球と未来」マーシャル諸島編(P.25,26)、マレーシア

編(P.25,26)、「活用マニュアル」 ５．環境 資料３ 

＜教材９＞（公財）愛知県国際交流協会「わたしたちの地球と未来」マーシャル諸島編(P.24～26) 

 

 

時限目 「全ての原因は貧困？ よりよい世界を作るために……」 （100 分） 

１ 子どもの活動の流れ 

① ガーナの公立・私立の学校を見比べ、気づいたことを挙げて

いく＜教材１０＞。その後、農家の方から聞いた「『よりよい

教育のために』私立に転校させたい、そのためにお金が必

要」という意見を伝える。 

② 貧困の輪を使い、貧困の悪循環とそれを断ち切るための支

援を考えて一点ずつ発表する＜教材１１＞。一つの支援で

全体が良い方向に行くことを確認する。また、フェアトレード

やマイクロクレジットの概念と意義を知る＜教材１２＞。 

③ スライドでJICAの支援内容と、実際にガーナで働く人たちの 

    活動内容と思いを知る。また、青年海外協力隊の派遣要請一覧を使って、自分ならどれに応募したい

かを考える＜教材１３＞。 

④ 「大人になったら作りたい理想の社会」について考え、班ごとに発表する。＜成果＞ 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 「たった一つのことから良いサイクルが生まれ、国全

体が良い方向に向かう」ことに気付き、自分たちの将

来や海外との関わり方を考えるよい機会となった。 

◇ 多くの生徒が青年海外協力隊の活動への関心を強く

した。実際に参加してみたいと言う生徒も多かった。 

＜成果＞ 「私たちが考える理想の社会７」（例：右写真） 

 

３ 使用した教材 

＜教材１０＞ 

ガーナの公立小学校と私立中学校 

 

＜教材１１＞貧困の輪 

 

＜教材１２＞、＜教材１３＞  

使用スライド（次ページ） 
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・貧困が及ぼす悪影響について考

え、それを断ち切るための手立て

を考えさせる。 

・困っている人たちを救うために自

分にできること、特に今後の生き方

を考えさせる。 

・自分がどのような社会を作ってい

きたいか考える。 

この時限のねらい 
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■ 全体を通して 

１ 授業の様子 

学校 ESD の一環として一連の授業を行った。全体的に活発な活動となり、生徒からも好評であった。事後

アンケートでも「またやりたい」、「自分たちでもやってみたい」という声が多く聞かれた。それまでは欧米への

興味が強かった生徒が、「もっといろいろな国のことを知りたい」、「実際にフェアトレードチョコレートを買った」、

「青年海外協力隊に参加してみたい」、「大学で今回の ESD で扱ったような内容の研究がしたい」、と言うよう

になった。また、それ以外にも「人の意見を聞くうちに、自分もしっかりした考えを持たなければいけないと思

った」と言う生徒もいた。生徒の意識や行動を変えるきっかけとなる授業となり、非常に有意義であった。 
 

＜写真１＞カードマッチングをする生徒たち         ＜写真２＞「日本の好きなところ」アイデアを出し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜写真３＞自分の読んだ資料を班員に説明する      ＜写真４＞「地球のために今私にできること」発表中 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

２ 参考文献・資料 

１） 高根務 ・山田肖子編著『ガーナを知るための４７章』明石書店 

２） 外務省ホームページ http://www.mofa.go.jp/   ３） JICA ホームページ  http://www.jica.go.jp/ 

４） （公財）愛知県国際交流協会『世界の国を知る・世界の国から学ぶ わたしたちの地球と未来』シリーズ 
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